
【普通会計】 （単位：千円）
Ｈ25年度末 Ｈ26年度末

現在高 現在高
1 財政調整基金 3,681,098 80,608 3,761,706
2 減債基金 376,414 143,161 519,575
3 特定目的基金 5,568,946 8,425 5,577,371

職員退職手当基金 428,627 235,900 664,527
公共施設等総合管理基金 862,032 47,203 909,235
町づくり文化基金 39,238 90,057 129,295
ふるさと竹田応援基金 6,532 3,351 9,883
地域の元気臨時交付金基金 279,799 △ 279,799 0
環境衛生関係施設整備基金 132,927 △ 14,237 118,690
農林業担い手育成対策基金 20,004 4 20,008
一般社団法人農村商社わかば運営基金 23,303 5 23,308
国営大野川上流水利事業償還負担金積立基金 711,103 453 711,556
地域雇用再生特別基金 60,359 △ 18,224 42,135
温泉等地域振興施設整備基金 43,368 △ 1,901 41,467
コミュニティ・プラント基金 6,601 663 7,264
奨学金等基金 17,336 △ 1,156 16,180
太陽光発電設備基金 1,259 363 1,622
文化会館等復興基金 8,991 874 9,865
市立こども診療所運営基金 49,949 16,133 66,082
長湯温泉療養文化館基金 16,786 2,004 18,790
地域振興基金 2,183,200 0 2,183,200
福祉振興基金 633,863 △ 71,399 562,464
ふるさと水と土基金 40,000 0 40,000
久木雅代村おこし基金 3,669 △ 1,869 1,800

9,626,458 232,194 9,858,652
土地開発基金 80,000 0 80,000 うち貸付額 51,748
一般旅券発給等事務証紙等購買基金 5,000 0 5,000 うち貸付額 2,023
高額療養費貸付基金 5,000 △ 4,000 1,000 うち貸付額 0
高額介護サービス費等貸付基金 1,000 0 1,000 うち貸付額 0
肉用繁殖入特別導入基金 6,195 0 6,195 うち貸付額 5,258
家畜導入基金 74,995 3 74,998 うち貸付額 64,544

172,190 △ 3,997 168,193
9,798,648 228,197 10,026,845

【公営事業会計】 （単位：千円）
国民健康保険基金 101,718 △ 2,982 98,736
介護給付費準備基金 277,021 58,336 335,357
簡易水道基金 30,751 852 31,603
農業集落排水事業基金 3,506 301 3,807
浄化槽整備推進基金 99,823 1,867 101,690
国民宿舎基金 20,590 6 20,596

533,409 58,380 591,789
※個別の基金ごとの年度末現在高については、端数調整を行っているため昨年度の数値と一致しないものがある。

（単位：千円）
Ｈ25年度末 Ｈ26年度末

現在高 現在高
17,751,795 965,256 2,029,961 16,687,090
1,061,379 5,900 75,883 991,396

720,561 0 59,542 661,019
387,187 28,800 26,878 389,109
239,125 0 58,009 181,116
335,606 7,900 13,231 330,275

20,495,653 1,007,856 2,263,504 19,240,005
※個別の会計ごとの年度末現在高については、端数調整を行っているため昨年度の数値と一致しないものがある。

　地方債は公共施設等の建設など、一度に多額の出費を必要とする場合に県の同意等を得て借入を行う長期の借
入金です。一度に多額の出費を必要とする事業の財源確保を図るとともに、その返済を元利償還という形で長期間
分割することにより、財政負担を平準化し世代間の住民負担を公平にするという役割も果たしています。会計別の地
方債残高は以下のとおりです。

会　　計　　名

水道事業会計
合　　　　　計

一般会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備推進事業特別会計
国民宿舎久住高原荘事業特別会計

備　　　考増減額

平成26年度
借入額

平成26年度
元金償還額

基　　金　　名

合　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　計
定　　額　　運　　用　　基　　金　　計 ※うち貸付額は平成26年度末現在高

基金には、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの（積立基金）と、特定の目的のために定額の
資金を運用するもの（定額運用基金）があります。基金の現在高は以下のとおりです。

積　　立　　基　　金　　計

基金残高の状況

地方債残高の状況


